
発電機搭載仕様
バルクユニット 『JSS-GE』 の提案

Joint Supplying System of Gas ＆ Electric



『JSS-GE』 とは・・・

 「ガス」と「電気」を併給するシステム。

 平時にあらかじめ、小規模のマンション、福
祉施設、避難所となる公民館・学校等に設置
いただき、災害発生時の炊き出し用ガス、非
常用電源としてお使いいただくもの。

 停電時自動切替器を備えれば、停電発生時
に、自動的に屋内のコンセントへ発電機から
電気を供給するシステムも構築可能。



ユニットのシステム概要
バルク貯槽 985kg地上横型

非常時ガス取出口 20Aカップリング接続方式(2口）

ガス栓ユニット 2set

圧力調整器 容量33kg/h（RG33Z）

発電機 出力：9.8kVA（10kW未満仕様）

燃料：LPガス
→ユニット上のバルク貯槽から供給

※バッテリー切れを防止するため、平時から商用電力より充電必
要（設置時にバッテリー用電源工事必要）

その他 火気離隔用隔壁設置済



ユニット概要図

985kg横型バルク貯槽 火気隔壁

発電機 ガス取出接続口

屋外電源BOXガスメータ

架台（メッキ仕上げ）



発電機への接続負荷を10kW未満に抑制

 発電機定格出力は20kWです。

 接続可能な負荷を10kW未満とすることによ
り、「一般用電気工作物」の範疇とします。

 従いまして、「事業用電気工作物」では必要
な主任技術者の選任、保安規定の策定等は
必要ありません。



使用例①公民館等の場合（電力系）

設備名称（電力系） 単位消費電力※1(W) 数量 合計消費電力(W)

携帯充電器（エレコム社製USB方式（10連結式）） 23.5 2 47

テレビ（32型液晶） 100 4 400

ノート型パソコン 30 5 150

電子レンジ 1,400 2 2,800

照明器具（屋内蛍光灯） 40 24 960

エアコン 1,400 2 2,800

洗濯機 500 1 500

トイレ（浄化槽（50人槽）エアポンプ） 100 1 100

換気扇 15 2 30

風呂（50号ガス給湯器） 100 1 100

照明器具（屋外投光器） 300 2 600

RO膜浄水器 600 1 600

【使用時間帯：夜間】

総合計消費電力 9,087(W)
※1 一例の値であり、使用機器により異なります。



使用例①公民館等の場合（ガス系）

設備名称（ガス系） 単位ガス消費量※1(kg/h) 数量 合計ガス消費量(kg/h)

屋内コンロ 0.443 2 0.886

ガスストーブ 0.415 4 1.66

風呂（50号ガス給湯器） 7.7 1 7.7

鋳物コンロ 1.66 2 3.32

ガス炊飯器（5升炊き） 0.74 2 1.48

発電機（50%負荷） 4.6 1 4.6

【使用時間帯：夜間】

総合計ガス消費量 (19.646kg/h)

連続消費が見込まれる機器（発電機、ガスストーブ）の合計消費量＝6.26kg/h

コンロ関係、炊飯器を3h/日、風呂2h/日とした場合に於ける一日のガス消費量

158kg/日

バルク貯槽残液85%→20%まで消費する場合、

5～6日間は自立生活可能！
注）災害発生時にLPガス残液量85%貯蔵されている事が条件です。



使用例①のイメージ図（電源自動切替器を設置するイメージ図）
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電源自動切替器

停電と同時に自動的に運転し電気を供給します。
もちろん、復電と同時に自動停止し、待機状態に
戻ります。



【参考】調理器具

5升炊き炊飯器で100個/回・台の
おにぎりが調理できます。

鋳物コンロと寸胴（36㍑）を用い
れば、20～30分で約140杯分の
みそ汁（200ml/杯）を作ることが
できます。



使用例②学校の体育館等の場合（電力系）

設備名称（電力系） 単位消費電力※1(W) 数量 合計消費電力(W)

携帯充電器（エレコム社製USB方式（10連結式）） 23.5 5 117.5

テレビ（40型液晶） 160 1 160

ノート型パソコン 30 10 300

電子レンジ 1,400 3 4200

照明器具（卓上蛍光灯） 20 48 960

洗濯機 500 2 1000

トイレ（浄化槽（50人槽）エアポンプ） 100 2 200

照明器具（屋外投光器） 300 2 600

RO膜浄水器 600 1 600

【使用時間帯：夜間】

総合計消費電力 8,137.5(W)※1 一例の値であり、使用機器により異なります。



使用例②学校の体育館等の場合（ガス系）

設備名称（ガス系） 単位ガス消費量※1(kg/h) 数量 合計ガス消費量(kg/h)

ガスストーブ 0.415 5 2.075

鋳物コンロ 1.66 2 3.32

ガス炊飯器（5升炊き） 0.74 2 1.48

発電機（50%負荷） 4.6 1 4.6

【使用時間帯：夜間】

総合計ガス消費量 (11.475kg/h)

連続消費が見込まれる機器（発電機、ガスストーブ）の合計消費量＝6.68kg/h

コンロ関係、炊飯器を3h/日とした場合に於ける一日のガス消費量＝148kg/日

バルク貯槽残液85%→20%まで消費する場合、

5～6日間は自立生活可能！
注）災害発生時にLPガス残液量85%貯蔵されている事が条件です。
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少残液量でのガス発生能力

温度（℃） 5 0 -5 -10

1.0 48.0 39.8 31.6 23.7

1.5 32.7 27.0 21.5 16.1

2.0 25.0 20.7 16.4 12.3

3.0 17.3 14.3 11.4 8.5

4.0 13.5 11.2 8.9 6.6

5.0 11.2 9.3 7.4 5.5

6.0 9.7 8.0 6.4 4.7

7.0 8.6 7.1 5.6 4.2

8.0 7.8 6.5 5.1 3.8

連
続
消
費
時
間
（
ｈ
）

（単位：kg/h）

温度（℃） 5 0 -5 -10

1.0 66.3 55.6 45.0 34.4

1.5 45.1 37.8 30.6 23.4

2.0 34.5 28.9 23.4 17.8

3.0 23.9 20.0 16.2 12.3

4.0 18.6 15.6 12.6 9.6

5.0 15.5 13.0 10.4 7.9

6.0 13.4 11.2 9.0 6.8

7.0 11.9 9.9 8.0 6.1

8.0 10.8 9.0 7.2 5.5

連
続
消
費
時
間
（
ｈ
）

残液20% 残液30% （単位：kg/h）

ガス発生能力の観点から、

厳寒期では対応可能日数が1～2日間短くなるおそれがあります。

ただし、夜間の発電機使用時間抑制等でガス消費量の抑制可能です。



ユニットの概寸法
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その他、マンション・業務用の停電対策に・・・

 停電時に困るのは冷蔵庫の中の食料品。

 冷蔵庫の消費電力を120Wとすると、バルク
ユニットの発電機で約80台の冷蔵庫に電気
が供給できます。

 例えば、予めマンションの各室に停電時用
のコンセントを設けておくことも良案ではない
でしょうか。



http://www.fujikoh-grp.co.jp


